
【DS メールニュース DSMN No.16/2025 年 4 月号】 

202503031（第 11 稿/PDF） 

 
日本ドキュメントサービス協同組合連合会（以下 DS 連） 

所属員、パートナーズ会員、DSLab.関係、賛助会員各位 

 

美しい春の到来です。 

また色々なことの始まる時です。 

入学式、新入生、入社式、新人、人事異動、転勤、引っ越し、新居・・・ 

あわせて新事業年度の始まりでもあります。 

2025 年度事業計画はいかがでしょうか。 

その前に 2024 年度のレビューもあります。 

春に浮かれつつしっかりと一年の計を立て実行するときです。 

 

DSMN は DS 連ホームページに格納されています。 

日本ドキュメントサービス協同組合連合会＞複写連だよりバックナンバー｜日本ドキュメントサービ

ス協同組合連合会 

このメールが読みにくいと思われた方は上記よりアクセスしてください。 

当月号が最上段にあります。 

また過去のアーカイブニュースもご覧いただけます。 

試しに上記 URL をポチッとしてください。 

新年度にあたり DSMN をより充実させたいと存じます。 

引き続きご一読くださりますようよろしくお願いいたします。 

 

日本ドキュメントサービス協同組合連合会 

会長 楠本雅一 

 

 

＝今回お届けする内容 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

１【Game Changer Presentation Project（GCP）】 

＜第４回 GCP セミナーレポート：FBJ 鈴木信彦様寄稿】 

 AI が加速する医療イノベーションの軌跡と社会イノベーションの未来 

２【Game Changer Presentation Project（GCP）】 

第５回 GCP セミナー参加募集 

最新インクジェット技術第 2 弾 

インクジェット技術を活用したゲームチェンジ事例のご紹介 

共催：キヤノンマーケティングジャパン株式会社 

講師：プロダクションプリンティング企画本部 吉岡康之様 

https://j-ds.or.jp/
https://j-ds.or.jp/committee/publicity/dayori/index.html
https://j-ds.or.jp/committee/publicity/dayori/index.html


３【DSLab.委員会】 

第１回セミナー決定！ 

テーマ：プロンプトエンジニアリング 

５月２２日（木）予定 

４【DC プラン（401K）】 

  金融リテラシーのブラッシュアップ 

５【東京 DS 協同組合】 

６【近畿 DS 協同組合】 

７【九州 DS 協同組合】 

８【DS 連受託者賠償責任保険のご案内】 

９【DS 連事務局より No.１（継続配信情報）】 

１０【DS 連事務局より No.２（継続配信情報）】 

１１【DS 連事務局より No.３（継続配信情報）】 

１２【DS 連事務局より No.４（継続配信情報）】 

１３【DS 連事務局より No.５（地震対策情報・継続配信）】 

１４【編集子より】 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

１【第 4回 GCP セミナーレポート】 

Game Changer Presentation Project（GCP） 

テーマ「AI が加速する医療イノベーションの軌跡と 

社会イノベーションの未来」 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

第４回 GCPセミナー（ハイブリッド開催）を下記内容で実施しました。 

合計 122 名（会場：52 名 / Zoom：70名）の方にご参加いただきました。 

ありがとうございました。 

■日 時：2025 年 2 月 26 日（水）16：00～17：30 

■講 師：鍋田敏之様 

富士フイルムビジネスイノベーション株式会社常務取締役（CTO） 

＜技術・開発全般、知的財産 管掌 兼 CTO 戦略室長＞ 

■主 催 ：日本ドキュメントサービス協同組合連合会 

■共催１：富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社 GC 営業統括部 

■共催２：富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社 大阪支社 

■共催３：D.D.S.S（Digital Document Service Society） 

 

■講師の鍋田敏之様よりひとこと 



弊社メディカルシステム事業では、2015 年より AI 技術活用による飛躍的な付加価値向上 

と「モノ+コト」ビジネスへの転換と成長を図って参りました。 

次なるステップとして、その経験値やスキームをビジネスイノベーション領域へ拡大展開 

する活動に取り組みを 2024 年より開始しました。 

ゲームチェンジの一手として AI 技術を活用してきた経験や現在の取り組み状況をご紹介いたし

ます。 

 

●セミナーを終えて FBJ様よりひとこと 

2 月 26 日（火）は非常に多くの方に第 4 回 GCP セミナーにご参加いただき、誠にありがとうご

ざいました。 

本セミナーでは、富士フイルムのメディカルシステム事業の軌跡及び今後のビジネスイノベーシ

ョン領域への AI 技術の展開について、以下の流れで講演が行われました。 

 

１．富士フイルムのメディカルシステム事業の概要 

・「予防」「診断」「治療」までをカバーする富士フイルムグループにしかできない医療バリュ

ーチェーンを形成 

・全ての医療機器において、IT・AI 技術との連携を加速 

 

２．IT・AI 技術の活用による付加価値向上 

・社会を取り巻く医療課題に対し、幅広い医療機器を手掛けるグループの総合力と IT・AI 技

術を活用し、医療現場の課題解決に貢献する 

 

３．メディカルシステム事業の成長戦略 

・IT・AI 技術を活用した高付加価値の製品によって医療従事者の体験を変え、 

「モノ」から「モノ＋コト」による価値提供へ転換することで、 

当社独自の「唯一無二の医療バリューチェーン」を形成する 

 

４．富士フイルムビジネスイノベーションに医療グレードの AI 技術を矢継ぎ早に展開 

・富士フイルムグループの IT・AI 技術アセットを活用し、 

IT・AI をビジネスイノベーション事業の成長ドライバーに据える 

 

最後に、「2025 年 富士フイルムビジネスイノベーション AI 元年」（医療グレードの AI 技術を

中心に矢継ぎ早にビジネスイノベーション事業への AI 実装が動き出す）を高らかに宣言しまし

た。 

今後の富士フイルムビジネスイノベーションの進化に是非ともご注目いただければと存じます。 

（FBJ 鈴木信彦） 

 

●セミナー評価は参加者様のアンケート結果をご覧ください 



（アンケートの有効回答数は 67件でした） 

１．本日のセミナーの内容についてご理解いただけましたでしょうか？ 

・よく理解できた➡24（35.8%） 

・理解できた➡36（53.7%） 

・どちらともいえない➡2 

・少し難しかった➡5 

 

２．本日のセミナーの内容は貴社のビジネスの参考になりましたでしょうか？ 

・非常に参考になった➡16（23.9%） 

・参考になった➡34（50.7%） 

・どちらともいえない➡12 

・あまり参考にならなかった➡5 

 

３．本日のセミナーはご満足いただけましたでしょうか？ 

・非常に満足➡31（46.3%） 

・満足➡29（43.3%） 

・普通➡6 

・やや不満➡1 

 

４．本日のセミナーの内容は、貴社（貴殿）にとってゲームチェンジャーになる可能性があると

感じますでしょうか? 

・可能性が高い➡10（14.9%） 

・ある程度可能性有➡28（41.8%） 

・どちらともいえない➡23 

・可能性は低い➡2 

・わからない➡4 

 

５．本日のセミナーの内容について、今後どのような場面で活用したいと思いますか？ 

（自由回答欄）※一部抜粋 

・エンドユーザー共にサービスが展開できれば良いと思います。期待しています。 

・モノ＋コトの戦略的概念、社会課題の解決というテーマは当社に共通するものと感じています。 

・制作の現場で活用できると感じた。 

・医療分野の AI をビジネスイノベーション領域でどのように活用していくのか楽しみです。 

・弊社もハード売りのビジネスモデルからハード＋サービスのソリューション（ワークフロー）

を展開できるようになりたいと考えています。その参考になりました。 

・優れた技術の導出をはじめ、どうマネタイズ、ビジネス化をしていくか、が課題と伺っていま

す。まさに FFさんの強みここにあり、と実感しました。 

 



６．本日のセミナーに関して、ご意見、ご感想、ご質問等があれば自由にご記入ください。 

（自由回答欄）※一部抜粋 

・医療業界におけるＡＩ活用のソリューションの取り組みなど、普段知り得ることができな 

い話を聞けて、大変勉強になりました。 

・鍋田常務がセミナー内で、引用されたフォードのなぜ、それが欲しいのか？と考えることが大

切だとあらためて感じました。 

・お話されていたサービスが誕生した際にはぜひ検討したいと思います。 

・非常に興味深い内容でした。 

「何を必要としているのか」は非常に重要な考え方であると再認識できました。 

AI の活用も同じで「高度な AI が欲しい」も本質が重要になると感じました。 

・FBJ 様の技術革新による将来性を感じました。 

以上です。 

＜寄稿：富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社 鈴木信彦様＞ 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

２【Game Changer Presentation Project（GCP）】 

第５回 GCP セミナー参加募集！ 

最新インクジェット技術第 2 弾 

インクジェット技術を活用したゲームチェンジ事例のご紹介 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

第５回 GCPセミナー 

■日程：2025 年 4 月 21 日（月） 16:30～18:00 

■開催方法： Zoomウェビナー形式で配信 

（配信場所：キヤノンマーケティングジャパン品川本社専用スタジオ） 

■テーマ：最新インクジェット技術第 2 弾インクジェット技術を活用した 

ゲームチェンジ事例のご紹介 

 ・海外企業でのインクジェット活用事例 

 ・なぜ海外ではインクジェットによるゲームチェンジが生まれているのか？ 

 ・国内でのゲームチェンジの可能性 

■講師：キヤノンマーケティングジャパン品川本社 

 プロダクションプリンティング企画本部 吉岡康之様 

■講師より一言（セミナーのご説明） 

厚労省発表では、2030 年の労働力不足は 883 万人、必要な労働需要人口 7,312 万人の 12.1％が

不足すると予測されています。 

すでに欧米では、インフレ促進、エネルギーコスト倍増、人手不足に伴う人件費高騰などにより

中小企業の経営環境は日本の数年先を暗示する状況となっています。 

海外のプリントサービス市場では、自動化/省力化の機械装置、AI への投資や活用が生き残りの



条件となっています。 

今回は、データに基づく自動化、効率化を徹底的に実践している欧州印刷会社の事例、また国内

でも始まる DX・SX 推進を目的にインクジェット技術も活用した、デジタル印刷プラットフォ

ームサービスについてご紹介いたします。 

 

■第 5回 GCPセミナー申し込み URL 

https://zoom.us/webinar/register/WN_d9TSJWTARIuDMecbl_U9dw#/registration 

 

■申し込み締め切り：2025 年４月 17 日（木）15：00 

■ご案内は開催日まで適宜再配信します。 

ご参加のほどよろしくお願いいたします。 

 

◆DS 連第５回 GCPセミナーのお問い合わせは下記までお願いします◆ 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 

吉岡康之 

yoshioka.yasuyuki@canon-mj.co.jp 

080-5867-8591 

＜DS 連 TeamTokyo＞ 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

３【DSLab.委員会】 

第１回セミナー決定！ 

テーマ：プロンプトエンジニアリング 

５月２２日（木）予定 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

いま何をすべきか、あまりにも候補が多くテーマの選定に時間がかかりました。 

ご案内が遅れ大変申し訳ありませんでした。 

テーマは仮題ですが下記のような計画で進めたいと思います。 

第１回：Prompt Engineering （5/22 実施予定） 

第２回：AI 

第３回：Kintone 

第４回：Canva 

第５回：Buzz Session（予定） 

実務に役に立つ情報を厳選しました。 

準備が整い次第順次ご案内をいたします。 

ご参加のほどよろしくお願いいたします。 

＜DS 連 DS.Lab 委員会委員長 徳門聡佳＞ 

https://zoom.us/webinar/register/WN_d9TSJWTARIuDMecbl_U9dw#/registration
mailto:yoshioka.yasuyuki@canon-mj.co.jp


 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

４【DC プラン（401K）】 

金融リテラシーのブラッシュアップ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

★DC プラン業務管理室「金融リテラシーのブラッシュアップ」について 

 

＜はじめに＞ 

今回も、DC プラン業務管理室からの情報提供として、生活スキルとして「最低限」身に付けるべき

金融リテラシーについて解説します。 

ここからは「家計管理」「生活設計」「金融知識及び金融経済事情の理解と適切な金融商品の選択」

「外部の知見の適切な活用」という４つの分野に分けて「若手社会人」及び「一般社会人」に必要と

される金融リテラシーの内容を掲載していきます。 

※この内容は、金融広報中央委員会の＜知るぽると＞で公表されているものです。 

 

前回の＜生活設計＞に続き、 

今回は＜金融知識及び金融経済事情の理解と適切な金融商品の選択＞について掲載します。 

この分野は「社会人共通」となります。 

【資産形成や運用の基本（社会人共通）】 

○金融商品のリスクとリターンの関係について理解している。 

○金融商品の３つの特性（流動性・安全性・収益性）を理解している。  

○様々な金融商品に資産を分散するなどのリスク管理の方法について理解している。  

○長期的な視点から定期的に貯蓄・運用することの大切さを理解している。 

○貯蓄と投資、投資と投機の違いを理解している。 

○７２の法則を知り、活用できる。 

○お金の価値と時間との関係について理解している（複利計算の仕組み等）。 

 

【経済の把握（社会人共通）】 

○インフレ・デフレが、経済・家計・企業に与える影響を理解している。 

○代表的な金融・経済指標などに基づいて、国内の景気動向を理解している。 

○諸外国の代表的な金融・経済指標などに基づいて、世界経済の動向を理解している。 

○経済の３主体（家計・企業・政府）、金融機関の機能と役割を理解している。 

○金融市場、証券市場、為替市場の働きと機能を理解している。 

○情報機器や情報通信ネットワークなどを活用して、内外の経済情報を収集できる。 

 

【金融経済情勢に応じた金融商品の選択（社会人共通）】 

 ○金融商品（預貯金、株式、債券、投資信託、保険、外貨建て商品、各種ローン等）の基本的な内



容 

および性質について理解している。 

○景気の動向、金利の動き（上昇・低下）、インフレ・デフレ、為替の動き（円高・円安）が、金融 

 商品（預貯金、株式、債券、投資信託、外貨建て商品等）の価格、実質価値、金利（利回り）等に 

及ぼす影響について理解している。 

○様々な金融商品の性質、リスクとリターンの関係を理解し、金融経済情勢を踏まえて自己責任の下 

で運用することができる。 

○金融商品の取引に関連する税制・税金について概要を把握している。 

＜DS 連 DC プラン業務管理室/佐々木信司＞ 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

５【東京 DS 協同組合】 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

東京ドキュメトサービス協同組合よりお知らせいたします。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊ 

組合行事について  

＊＊＊＊＊＊＊＊ 

●Page2025 来場報告 

2月 19日～21日サンシャインシティコンベンションセンターにて毎年行われている Page2025に行っ

てきました。 

来場者も多く 3 日間で 24,500 人以上、昨年より 4,000 人くらい多かったようです。 

目新しい機械などはあまり無かった様な気がしましたが（スペース的にあまり大きい機械は無理）、

やはり最近の傾向で後加工機などが目立っていました。 

それに伴い各メーカーさんが自分たちの機械を使用しての展示物に興味が湧きました。 

ただちょっと気になったのは、展示スペースが結構空いていたような気がしました。 

今後も期待していますので各メーカーさんよろしくお願いいたします。 

＜東京ドキュメントサービス協同組合 理事長 梶 宏朗＞ 

 

●ＴＤＳ組合 第 59 回通常総会・懇親会開催予定 

日 時 ： ２０２５年６月５日木曜日  

場 所 ： ホテルウイングインターナショナルプレミアム東京四谷 ２F 

      東京都新宿区四谷 3-14-1 

      TEL：03-3356-2111 

第 59 回通常総会  １６時より開催予定 

懇親会        １８時より開催予定 

 



ご案内の準備が整いましたら、お知らせいたします 

皆さまのご参加よろしくお願いいたします。 

 

●ＴＤＳ組合 3 月理事会開催 

日 時 ： ２０２５年 3 月２１日金曜日 18 時～  

場 所 ： 四谷保健センター 集会室 A  

参加理事： 梶理事長・石井副理事長・亀田専務理事・森下理事・木場理事・ 

      事務局榎本 

 

議事１ 第 59 回通常総会開催の件 

議事２ 官公需適格組合について 

議事３ 令和６年度決算の件 

議事４ DS 連の今後について 

議事５ 事務局員賃金改定について 

 

報告事項 

1・日本ドキュメントサービス協同組合連合会からの情報発信 

＜東京ドキュメントサービス協同組合 事務局 榎本有紀子＞ 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

６【近畿 DS 協同組合】 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

近畿ドキュメトサービス協同組合よりお知らせいたします。 

 

【組合代表者並びに事務局責任者合同会議開催（中央会主催）】 

●日時：令和７年３月７日（金）14：00～16：00 

●会場：シティプラザ大阪 4 階「眺」の間及び各事業所 

①令和 7 年度 中小企業・小規模事業者施策の概要について 

②令和 7 年度 厚生労働省における中小企業施策について 

③人材確保のトレンドと大阪産業局人材確保支援について 

④大阪府中央会の令和 7 年度取り組みについて 

●小野事務局長出席 

 

【JP2025 印刷 DX 展開催】 

●日時：２０２５年３月１３日（木）～１４日 

●会場：インテックス大阪３号館 

「印刷産業からの新しい提案～豊かな社会の実現に向けて～」をテーマに掲げ、印刷関連業界に向け



た最新情報を発信。 

印刷発注者に向けて印刷産業が取り組んでいる業態変革の姿を提案し、需要創出への道を切り拓く。 

近畿 DS 協賛助会員が多数出展。 

●小野事務局長見学 

 

【通常総会後セミナー開催講師打ち合わせ】 

●日時：２０２５年３月１４日（金）10：00～11：15 

●会場：組合会議室 

６月１０日開催総会後セミナーについて講師依頼。 

一般社団法人相続しあわせ支援協会理事佐藤智明様承諾。 

セミナー表題（仮）「組合もあなたの事業も劇的に変える！」 

中小企業の成功事例を交えて、事業を成功に導く方法やそれにはどのように組合を活用するか。 

 

【第 709 回理事会開催】 

●日 時 ： 3 月 24 日（月）17 時～18 時 30 分  

●場 所 ： 近畿ドキュメントサービス協同組合事務局会議室 

１．報告事項   

１－１．第 708 理事会議事録承認報告 

１－２．日本ドキュメントサービス協同組合連合会継続性について 3/4 会議報告の件 

２．各事業委員会より（報告及び協議事項） 

２－1.  共同購買事業委員会 キヤノンマーケティングジャパン㈱チラシ 2025 年 4 月号の件 

２－２． 広報事業委員会 ＫＤＳＮＥＷＳNo.320 号発行報告及び No.321 5 月号紙面案の件 

２－３． 共同受注事業委員 4/4（金）15：30～16：30 事務局会議室にて 

共同受注事業取引業者打ち合わせの件  

２－４． 教育事業委員会 総会後セミナーの件 

２－５． 2025 年度各事業委員会次年度事業計画案について（前回未報告の委員会より） 

共同購買事業委員会：                                  

共同受注事業委員会：                                  

四国支部委員会： 

３． ㈲エムアールデジタル様の件 

４．会計関係報告・２月分会計報告・2025 年度事業計画案を踏まえた収支予算案の件 

５． その他 3/28 付け（最終出勤日 3/18）井上局員退職 3/19～4/1 １人体制 

及び田中絵理さん 4/2 入局の件 

６．次回三役会・理事会等日程（できるだけ出席をお願いいたします） 

※いずれも、16:00 三役会、17:00 理事会 

４月 ２８日（月） 第 710 回理事会 

５月 ０９日（金） 会計監査 15：00～16：00 慰労会(兼歓迎会)18：00～20：00  

（５月１６日議案書発送予定） 



５月 ２６日（月） 第 711 回理事会 

６月 １０日（火） 第 712 回理事会 第 62 期通常総会（総会内第 713 回理事会） 

                  総会後セミナー 懇親会 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

２０２５年 4 月予定について  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

公立団体、大阪公立大学との取引について打ち合わせ 

●日時：２０２５年４月４日（金）15：30～16：30 

●会場：組合会議室 

●出席：共同受注事業協力組合員、共同受注事業委員会山脇委員長、福味委員 

●議題：令和７年度共同受注事業協力組合員と事業推進について話合い 

1.令和６年度共同受注事業結果報告 

2.令和７年度共同受注事業請負状況 

3.令和７年度事業協力組合員確定 

4.その他情報交換 

 

第 710 回理事会開催予定 

●日 時 ： 4 月 28 日（月）17 時～18 時 30 分  

●場 所 ： 近畿ドキュメントサービス協同組合事務局会議室 

 

●お知らせ 

１．㈱日本事務機新聞社  

３/２４発行後、休刊になります。 

永きにわたり大変お世話になりました。 

２．３月２８日付けをもって井上局員退職 

  色々お世話になりました。 

３．３月３１日付けキヤノンマーケティングジャパン㈱ 組合担当東浦伸二様退職 

  ３月３１日付け富士ﾌｲﾙﾑﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱兵庫支社 組合担当馬詰和彦様退職 

  長きにわたり組合をご担当頂き有難うございました。 

お世話になりました。 

以上 

＜近畿ドキュメントサービス協同組合 事務局長小野恵美子＞ 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

７【九州 DS 協同組合】 

令和 7 年度の総会開催予定 



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

九州ドキュメトサービス協同組合よりお知らせいたします。 

 

九州 DS 第 53 回(令和 7 年度)通常総会 

●日時：2025 年 5 月 16 日(金)  PM5:00～ 

●会場：ホテルクリオコート博多 4 階クリスティーナ  

●審議議案 

第 1 号議案  令和 6 年度事業報告及び決算関係書類承認の件 

第 2 号議案  令和 7 年度事業計画及び収支予算(案)承認の件 

第 3 号議案  令和 7 年度賦課金の額、並びに納入方法決定の件 

第 4 号議案  取引金融機関並びに借入金最高限度額決定の件 

第 5 号議案  その他の件 

●懇親会   午後 6 時～8 時 ホテル内会場にて実施 

●令和 7 年度役員（新任理事） 

理事  福味俊一氏(㈱星光社) 

総会にて満場一致で承認されます。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

第 3 回 九複連だより（抄） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

九州複写産業協同組合連合会(九複連)の情報誌 1997 年(平成 9 年) 

1 月の「九複連だより」創刊号に当時の会長・副会長・理事の方々が寄稿されております。 

その方々の寄稿内容(28 年前)を 7 回に分けてご紹介したいと思います。 

今回第 3 回目は当時の九複連、副会長 福味俊一氏のご挨拶です。 

 

【テーマ】 

精神面の価値の充実こそ急務 

九州複写産業協同組合連合会 

副会長 福味俊一 

 

景気は腰折れになる、着実に上昇していくと、景気判断は二分されたままの 1997 年の幕開けとなり

ました。 

時代背景もマルチメディアがビジネス環境を大きく変え、タウンサイジングが時代の言葉になりつつ

ある今日、私共業界の方向性も大きく問われており、“過去を越えたネットワークづくり”を目指さな

ければならないと思われます。 

この変化の激しい日々に対応するためには心身とも健康でなければなりません。 

私の 1 日は早起きから始まり、毎朝ストレッチから身体と気持ちの目覚めを目指し、休日はゴルフ、

山歩きで”克己”を目標に努力しています。 



やり続けるうちに、身体にまして精神面での価値を見いだすことが出来ました。 

早起き、ゴルフ、山歩きから教わるものが沢山あり、どれをとっても迷いの中の答を示してくれます。 

今年もいい汗かいて、時代の流れに添えるよう組合員各位の皆様のご指導を賜り、貴重な時間を積み

重ねていく所存でございます。 

この 1 年間皆様方のますますの御健勝と社業の御発展を祈念申し上げ、 

本年もどうぞよろしくお願い致します。 

（株式会社 星光社 代表取締役社長 福味俊一） 

＜九州ドキュメントサービス協同組合 事務局 島村祐志＞ 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

８【DS 連受託者賠償責任保険のご案内】 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

拝啓 貴社ますますご盛栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、日本ドキュメントサービス協同組合連合会が契約しているＤＳ連受託者賠償責任保険が６月１

日に満期をむかえます。 

受託者賠償責任補償は、法的責任に直面した際に、損害賠償金や法的費用をカバーするための保険で

す。 

これにより、受託者自身が経済的な負担を負うことなく、その責任を果たすことができます。 

この更新の時期は安心を手に入れるチャンスです。 

受託賠償責任保険補償制度で、不測の事態にも備えましょう。 

新規ご加入、ご継続加入のご案内をいたしますのでご加入・ご継続のほど宜しくお願い申し上げます。 

敬具 

 

●保険期間：2025 年 6 月 1 日～2025 年 6 月 1 日 

●募集〆切：2025 年 5 月 9 日（金） 

● 補償内容 

他人から預かった物（受託物）を保管施設内または集配業務の管理中に、その受託物が損壊、紛失ま

たは盗取されたことに起因して、被保険者（補償の対象となる方）が預け主に対して法律上の損害賠

償責任を負担することによって被る損害に対し、保険金をお支払いします。 

●補償対象となる受託物 

業務のために委託者（発注者）より受託する「図面、原図、マイクロフィルム、稿本（本などの原

稿）、デジタル記録媒体 

●お支払いの対象となる主な事故 

・預かった図面を誤って破ってしまった。 

・事務所が火災にあい、預かった原図が焼失してしまった。 

・事務所が盗難にあい、預かったマイクロフィルムが盗取されてしまった。 など 



●詳細については DS 連受託者賠償責任保険のパンフレット等ご確認下さい。 

●問い合せ先 

取扱保険代理店 （株）保険代行社 喜多村  

TEL：03-6631-4366 ｅMAIL t-kitamura@daikousya.co.jp 

 

★ご加入のすすめ 及び申込票・申込票記入例は下記よりダウンロードして下さい。 

https://kinkid-s.jp/news/2025.3.17.pdf 

＜DS 連事務局長 小野恵美子＞ 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

９【DS 連事務局より No.１（継続配信情報）】 

中央省庁よりの周知情報（厚生労働省ほか） 

※本情報は DS 連よりすでに配信をしています 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

中央省庁より周知依頼 

下記 URL よりご確認ください。 

 

1.【全中発】「職場における学び・学び直し促進ガイドライン」 第４回シンポジウ 

ム開催の周知依頼等について 

2.【全中発】新規高等学校卒業予定者の就職内定状況調査の結果について 

3.【全中発】特定技能雇用契約及び一号特定技能外国人支援計画の基準等を定める省 

令の一部を改正する省令等の公布等につきまして 

4. 経済産業省 商務・サービスグループ 文化創造産業課より【ご周知】 自殺対 

策強化月間（3/1～3/31）について 

5.【周知依頼】フリーランス法の周知等について 

6.【御周知のお願い】東日本大震災発生十四年となる３月 11 日における弔意表明につ 

いて 

下記 URL よりご確認ください。 

https://kinkid-s.jp/news/2025.3.11.pdf 

 

及び IPA 情報処理推進機構からの周知依頼も来ておりますので 

併せてご周知ください。 

1.SC3 からのお知らせ：欧州 CRA 対応支援セミナーのご案内／業界別サイバーレジリエ 

ンス強化演習(CyberREX）第 1 回 東京開催のご案内 

2.【SC3 からのお知らせ】SC3 国際 WG 「台日サプライチェーンサイバーセキュリティ 

会議」のご案内 

下記 URL よりご確認ください。 

mailto:t-kitamura@daikousya.co.jp
https://kinkid-s.jp/news/2025.3.17.pdf
https://kinkid-s.jp/news/2025.3.11.pdf


https://kinkid-s.jp/news/2025.3.11-10.pdf 

 

以上よろしくお願いいたします。 

2025.3.11 

＜DS 連事務局長 小野恵美子＞ 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

１０【DS 連事務局より No.２（継続配信情報）】 

中央省庁よりの周知依頼（経済産業省より） 

※本情報は DS 連よりすでに配信をしています 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

お世話になります、DS 連本部事務局小野です。 

各中央省庁からの周知依頼です。 

 

周知依頼（経済産業省より）  

本日は各団体における「昭和 100 年」に係る取組の実施についてお願いしたく、ご連絡し 

ました。  

2026 年には、昭和元年から起算して満 100 年を迎えます。  

現在、国民の約７割が昭和以前の生まれ、約３割が平成以降の生まれとなっています。  

今日の我が国は、少子高齢化の進展、感染症の脅威、地球規模の気候変動やそれに伴う自然 

災害の激甚化など昭和期とは異なる多くの課題や、戦後最も厳しく複雑な安全保障環境に直面してい

ます。  

こうした中、「昭和 100 年」を契機に昭和を顧み、先人の躍動に学び、昭和の記憶を共有す 

ることは、平成以降の生まれの世代にとっても新たな発見のきっかけとなり、また、世代を 

超えた理解・共感を生むとともに、リスクや課題に適切に対処しながら、幸せや生きがいを 

実感でき、希望あふれる未来を切り拓ひらく機会になります。  

さらに、いつの時代にあっても忘れてはならない平和の誓いを継承し、将来にわたる国際社 

会の安定と繁栄への貢献につなげていく機会になります。  

このような観点から、政府では、昨年、12 月関係府省庁連絡会議を官邸にて開催し、「昭 

和 100 年」関連施策を積極的に周知広報していく方針を決定しました。  

（参考 URL）https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/syouwa100nen/index.html  

 

そこで皆様におかれましても、以下のような「昭和 100 年」に関連する取組の実施をご検討いただけ

ますと幸いです。  

①関連施設での「昭和 100 年」特集展示  

②関連施設の特別見学会  

③紙面等での特集  

https://kinkid-s.jp/news/2025.3.11-10.pdf


なお、本取組の内容は、調査・フォローアップさせていただくことを検討しております。  

取組を行っていただいた場合には、当該調査につきましてもご協力いただけますと幸いで 

す。  

「昭和 100 年」関連施策については、来年度、内閣官房にて取りまとめを行う予定です。  

貴団体におかれましても上記、会員企業の皆様へご周知いただけますと幸いです。  

お手数おかけいたしますがどうぞよろしくお願いいたします。  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

経済産業省  

商務・サービスグループ 文化創造産業課  

加原 麻衣  

〒100-8901 東京都千代田区霞が関 1-3-1  

TEL：03-3501-1750 （課直通）  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

＜DS 連事務局長 小野恵美子＞ 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

１１【DS 連事務局より No.３（継続配信情報）】 

中央省庁よりの周知依頼（経済産業省より） 

※本情報は DS 連よりすでに配信をしています 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

中央省庁より周知依頼 

1 件目：経済産業省 中小企業庁 事業環境部 取引課より 

2 件目：経済産業省 商務・サービスグループ 文化創造産業課より  

3 件目：経済産業省 商務・サービスグループ 文化創造産業課より 

 

詳細は下記リンクよりご覧ください。 

https://kinkid-s.jp/news/2025.3.3-6.pdf 

＜DS 連事務局長 小野恵美子＞ 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

１２【DS 連事務局より No.４（継続配信情報）】 

中央省庁よりの周知依頼（経済産業省より） 

※本情報は DS 連よりすでに配信をしています 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

中央省庁より周知依頼 

周知依頼が来ておりますのでよろしくお願いいたします。 

https://kinkid-s.jp/news/2025.3.3-6.pdf


下記 URL よりご確認ください。 

よろしくお願い致します。 

 

https://kinkid-s.jp/news/2025.3.28.pdf 

 

1. 【全中発】教育訓練給付金に係る周知について 

2. 【全中発】省エネ支援策の公募について周知 

 

以上よろしくお願いいたします。 

＜DS 連事務局長 小野恵美子＞ 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

１３【DS 連事務局より No.５（継続配信情報）】 

中央省庁より周知依頼（経済産業省） 

地震対策に関する情報なので同じ情報を毎号配信しています。 

※本情報は DS 連よりすでに配信をしています 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

●地震情報のない日がないくらい地震は日常茶飯事です。 

そのために前号に引き続き再掲いたします。 

参考になれば幸甚です。 

 

【以下本文】 

平素より大変お世話になっております。 

経済産業省 文化創造産業課の石原島と申します。 

 

日頃より防災対応の取組に関するご理解、ご協力等を賜り、ありがとうございます。 

令和６年８月８日に発生した日向灘の地震においては、南海トラフ沿いで続いて発生する地震、いわ

ゆる「後発地震」への注意を促す情報として、運用開始以降初めて「南海トラフ地震臨時情報（巨大

地震注意）」を内閣府及び気象庁から発表させていただきました。 

南海トラフ地震防災対策推進地域に指定されている市町村の住民や企業等の皆様に、政府としての

「特別な注意の呼びかけ」を行ったところですが、情報発表時に適切な防災対応をとっていただける

よう、情報の概要やとるべき防災対応等について更なる周知が必要と考えております。 

 

つきましては、会員企業等へ下記資料及び協力依頼の周知について、ご協力いただきますようお願い

いたします。 

 

また、日本海溝・千島海溝沿いにおける「後発地震」への注意を促す情報として、令和４年 12 月か

ら「北海道・三陸沖後発地震注意情報」の運用を開始しております。 

https://kinkid-s.jp/news/2025.3.28.pdf


この機会に、改めて当該情報につきましても、下記資料及び協力依頼の周知について、ご協力いただ

きますようお願いいたします。 

 

（１）リーフレット「南海トラフ地震 －その時の備え－」 

https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/pdf/leaflet.pdf 

（２）マンガ冊子「南海トラフ地震 その日が来たら…」 

東側編（閲覧用） https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/pdf/manga_east_01.pdf 

東側編（製本用） https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/pdf/manga_east_02.pdf 

西側編（閲覧用） https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/pdf/manga_west_01.pdf 

西側編（製本用） https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/pdf/manga_west_02.pdf 

※東側編は、南海トラフの東側地域（概ね、関東地方、東海地方）にお住いの方向けの内容になりま

す。 

※西側編は、南海トラフの西側地域（概ね、近畿地方、中国地方、四国地方、九州・沖縄地方）にお

住いの方向けの内容になります。 

※製本用は短辺とじで両面印刷し、中央部を折ってご利用ください。 

（３）リーフレット「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震 －事前の備え－」 

https://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/hokkaido/pdf/chishima_leaflets.pdf 

（４）マンガ冊子「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震 事前の備えで命を守る！」 

https://www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/hokkaido/pdf/chishima_manga.pdf 

 

以上になります。 

ご多忙の折お手数おかけしますが、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

経済産業省 

商務・サービスグループ 

文化創造産業課 

総括係員 石原島 遼 

〒100-8901 東京都千代田区霞ヶ関 1-3-1 

TEL：03-3501-1750（課直通） 

FAX：03-3501-6782 

MAIL: ishiharajima-ryo@meti.go.jp 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

地震は日本列島どこでいつ起こるかわかりません。 

本情報は毎号継続的に配信しています。 

御確認いただきたくお願いいたします。 

＜DS 連事務局長 小野恵美子＞ 

https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/pdf/manga_east_01.pdf
https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/pdf/manga_east_02.pdf
https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/pdf/manga_west_01.pdf
https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/pdf/manga_west_02.pdf


 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

１４【編集子より】 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

最後までお読みいただきありがとうございました。 

いよいよ春の訪れとともに新年度がスタートしました。 

毎号寄稿くださっている各協同組合事務局の皆様方、委員会の皆様方、お忙しいなか誠にありがとう

ございます。 

これからもさらに DS 連の各種情報・各地域の活動情報・関係省庁の情報を充実させたいと考えてい

ます。 

 

DS 連は何をしているのか。 

仲間達は何をしているのか。 

行政はどのような情報を発信しているのか。 

それらを知り活用することから組織としての価値が育ち、そして組織と会員様との一体感、さらには

協同組合相互の連帯感が醸成されます。 

それぞれの活動の足跡を全国の会員様・賛助会員様に配信し共有したいと考えています。 

ご一読、ありがとうございました。 

＜DS 連会長 楠本雅一＞ 

 

◆DS 連メールニュースのお問い合わせは下記までお願いします◆ 

◆配信停止は下記までご連絡をお願いいたします◆ 

_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_-/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

日本ドキュメントサービス協同組合連合会 本部事務局 

〒541-0043：大阪府大阪市中央区高麗橋 1-5-6 東洋ビル 

近畿ドキュメントサービス協同組合内 

TEL：06-6222-8722 

Mail：dsren@j-ds.or.jp 

――――――――――――――――――――――――――――― 

日本ドキュメントサービス協同組合連合会 東京連絡事務所 

〒160-0004 東京都新宿区四谷 3-3-6 アイエス共同ビル 

東京ドキュメントサービス協同組合事務局内 

TEL：03-3356-5445  

Mail：tds-kumiai@nifty.com 

_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

 

＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃ 



2024 年 1 月より「DS 連メールニュース（DSMN）」を配信しています。 

なお DSMN は DS 連にご縁のある方々にお送りしております。 

＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃ 

 


